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本
予
算
に
も
関
わ
る
「
中
野
駅
新
北
口
駅

前
エ
リ
ア
再
整
備
事
業
」
は
、
現
在
見
直
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
好
調

な
歳
入
や
堅
調
な
財
政
運
営
に
よ
り
、
区
民

サ
ー
ビ
ス
縮
小
や
新
規
事
業
取
り
止
め
に
至

ら
ず
、
区
へ
の
影
響
は
最
低
限
と
な
り
ま
し

た
。
未
来
の
区
民
に
歓
迎
さ
れ
、
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
と
同
様
に
永
く
愛
さ
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
、
今
後
の
取
り
組
み
を
求
め
ま
す
。

　

歳
入
は
、
特
別
区
税
と
特
別
区
交
付
金
が

過
去
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
物
価
高
に

よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
区
民
を
支
え
る
と

と
も
に
、
今
後
の
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
想
定

し
た
臨
機
応
変
な
財
政
運
営
を
望
み
ま
す
。

　

歳
出
は
、
会
派
と
し
て
要
望
し
て
き
た
デ

ジ
タ
ル
政
策
、
不
登
校
支
援
、
再
エ
ネ
設
備

設
置
へ
の
補
助
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
ト

ー
タ
ル
ケ
ア
事
業
の
充
実
、
障
害
の
理
解
促

進
・
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
な
ど
、
区
民
の
声

に
応
え
た
区
の
姿
勢
を
評
価
し
ま
す
。

　

基
金
は
、
概
ね
予
定
通
り
の
積
み
立
て
が

で
き
て
い
ま
す
が
、
学
校
な
ど
の
施
設
整
備

が
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
財
政
運
営

の
考
え
方
の
見
直
し
も
検
討
す
べ
き
で
す
。

　

行
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
次

期
基
本
計
画
、
区
有
施
設
整
備
計
画
の
検
討

に
つ
い
て
、
精せ

い
ち緻
な
積
算
に
基
づ
き
実
現
可

能
性
の
あ
る
計
画
と
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

物
価
高
に
よ
っ
て
実
質
賃
金
が
下
が
り
続

け
る
中
で
、
区
民
生
活
を
上
向
き
の
経
済
実

感
と
い
う
光
で
照
ら
す
よ
う
な
、
未
来
を
拓ひ

ら

く
区
政
運
営
を
強
く
望
み
ま
す
。

立
憲
・
国
民
・
ネ
ッ
ト
・
無
所
属
議
員
団

未
来
を
拓ひ

ら

く
区
政
運
営
を

　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
再
開
発
は
突
如
、
総
工

費
が
９
０
０
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
物
価
高

騰
等
の
社
会
情
勢
だ
け
が
理
由
で
は
な
く
、

事
業
を
こ
こ
ま
で
遅
ら
せ
た
行
政
・
施
行
予

定
者
（
代
表
：
野
村
不
動
産
）
の
不
手
際
も

あ
り
、
前
例
が
な
い
事
業
認
可
取
り
下
げ
と

な
り
ま
し
た
。
事
業
採
算
性
を
重
視
し
た
分

譲
住
宅
が
４
割
か
ら
６
割
に
増
床
し
た
見
直

し
案
が
区
の
規
定
路
線
で
し
た
が
、
サ
ン
プ

ラ
ザ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
全
く
継
承
し
て
い
な
い
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
は
区
民
の
理
解
を
得
難
い

と
反
発
し
、
結
果
、
白
紙
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
令
和
７
年
度
予
算
に
含
ま
れ
て

い
た
「
中
野
駅
新
北
口
駅
前
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
の
評
価
」
は
、
行
政
・
施
行
予
定

者
が
出
す
新
サ
ン
プ
ラ
ザ
再
整
備
の
事
業
計

画
に
お
墨
付
き
を
与
え
る
の
み
で
、
区
民
・

議
会
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が

質
疑
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

我
が
会
派
は
不
要
な
予
算
と
判
断
し
、
多
く

の
議
員
と
共
に
修
正
案
を
提
出
し
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
45
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　

予
算
全
体
に
つ
い
て
申
し
述
べ
る
と
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
あ
る
一
般
事
業
費
は
、

過
去
５
年
間
で
年
平
均
約
28
億
円
増
加
し
、

年
率
換
算
で
約
15
％
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
物
価
高
騰
に
よ
り
工
事
関
連
費
用
は

年
々
上
昇
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
区
財
政
の
運
営
手
法
に
は
イ
ン
フ
レ

へ
対
応
す
る
姿
勢
を
全
く
見
出
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
今
後
の
不
安
定
な
社
会
情
勢
を

乗
り
切
れ
る
か
、
大
き
な
疑
念
が
残
り
ま
す
。

自
由
民
主
党
議
員
団

45
年
ぶ
り
の
予
算
修
正
案
可
決
へ
！

　

一
般
会
計
予
算
規
模
は
約
１
９
５
０
億
円

と
前
年
度
に
比
べ
２
・
７
％
の
減
と
な
っ
た
。

特
別
区
税
や
特
別
区
交
付
金
等
の
増
に
よ
り

歳
入
は
堅
調
で
あ
る
が
、
歳
出
の
減
は
中
野

四
丁
目
新
北
口
駅
前
地
区
の
再
開
発
関
連
経

費
の
減
な
ど
が
主
因
で
あ
る
。

　

学
校
給
食
費
無
償
化
の
継
続
や
病
児
保
育

の
充
実
等
の
子
育
て
支
援
の
強
化
、
「
軟
骨

伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」
の
窓
口
設
置
や
C	

S	

W
の

導
入
は
評
価
す
る
。
一
方
、
高
齢
者
等
の
住

宅
施
策
の
充
実
や
災
害
対
策
の
た
め
の
ト
イ

レ
カ
ー
の
導
入
、
闇
バ
イ
ト
な
ど
に
起
因
す

る
個
人
宅
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
区
民

の
安
全
安
心
へ
の
取
り
組
み
は
、
も
う
一
歩

の
努
力
を
期
待
す
る
。

　

最
大
の
懸
念
事
項
は
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
再

開
発
事
業
の
頓と

ん
ざ挫
に
よ
る
財
政
的
影
響
で
あ

る
。
長
年
に
わ
た
り
進
め
て
き
た
区
の
資
金

計
画
を
大
転
換
し
た
こ
と
に
よ
る
今
後
の
区

財
政
へ
の
影
響
は
軽
視
で
き
な
い
。
今
回
の

当
初
予
算
案
に
は
、
暗あ

ん
し
ょ
う礁
に
乗
り
上
げ
た
再

開
発
の
問
題
を
議
会
の
議
論
を
待
た
ず
強
引

に
進
め
る
と
い
う
姿
勢
が
窺う

か
がえ
る
事
業
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
多
く
の
議
員
が
悩
み
、

原
案
を
修
正
の
上
で
可
決
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
区
は
、
自
ら
の
行
動
で
区
民
に
多
大

な
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
の
認
識
を

持
ち
、
誠
実
な
姿
勢
で
取
り
組
ま
れ
た
い
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
物
価
高
の
折
、
区
民
の

生
活
を
守
る
た
め
に
、
今
後
も
積
極
的
な
支

援
策
を
講
じ
、
区
民
の
生
活
向
上
を
最
優
先

す
る
区
政
運
営
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

公
明
党
議
員
団

区
民
生
活
を
第
一
に
誠
実
な
区
政
運
営
を

　

２
０
２
５
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
１
９

４
９
億
９
６
０
０
万
円
と
、
過
去
三
番
目
の

予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
区
の
基
幹
収
入

の
一
つ
で
あ
る
特
別
区
税
は
、
納
税
義
務
者

数
や
一
人
あ
た
り
の
給
与
所
得
の
増
加
等
に

よ
り
好
調
な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
低
所
得
者
層
は
区
内
全
世
帯
の
３
割
を

超
え
、
経
済
格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
ま
ち
な
か
へ
の
ベ
ン
チ
設
置

助
成
や
聴
力
健
診
等
が
新
た
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
耐
震
改
修
助
成
の
対
象
拡
大
、
再
エ
ネ

・
省
エ
ネ
機
器
導
入
補
助
や
私
立
幼
稚
園

等
の
入
園
料
補
助
が
拡
充
さ
れ
る
な
ど
、
住

民
の
切
実
な
願
い
に
こ
た
え
る
も
の
が
多
く

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
派
と
し
て

長
年
求
め
て
き
た
、
低
所
得
者
等
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
助
成
や
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創

設
に
向
け
、
新
年
度
に
具
体
化
さ
れ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
す
。
一

方
で
、
深
刻
な
実
態
が
続
く
介
護
事
業
者
支

援
や
生
活
再
建
型
の
債
権
管
理
体
制
に
つ
い

て
は
具
体
化
が
急
が
れ
ま
す
。

　

中
野
駅
新
北
口
駅
前
エ
リ
ア
の
再
開
発
事

業
は
、
事
業
の
公
平
性
の
観
点
に
課
題
が
あ

り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
全
体
の
あ
り
方
も
含

め
、
住
民
参
加
で
、
あ
ら
た
め
て
再
検
討
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
２
０
２

５
年
は
戦
後
80
年
で
す
。
平
和
事
業
の
よ
り

一
層
の
充
実
、
幅
広
い
世
代
と
の
共
有
の
大

切
さ
に
つ
い
て
重
ね
て
要
望
し
ま
し
た
。
中

野
区
が
「
公
」
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
、
強

く
求
め
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団

住
民
の
願
い
が
届
く
区
政
へ

　

令
和
７
年
度
予
算
案
は
一
般
会
計
に
お
い

て
１
９
４
９
億
９
６
０
０
万
円
と
前
年
当
初

予
算
比
２
・
７
％
、
54
億
円
減
と
な
り
ま
し

た
。
市
街
地
再
開
発
事
業
及
び
学
校
施
設
整

備
費
等
の
投
資
的
経
費
が
減
と
な
っ
た
ほ
か
、

新
庁
舎
什
器
等
の
購
入
経
費
、
退
職
手
当
や

公
債
費
等
が
減
に
な
り
、
前
年
度
を
下
回
る

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
費
が
１
０
０
億
円
、
子
ど
も
教
育
費
が

30
億
円
、
総
務
費
が
28
億
円
、
公
債
費
が
25

億
円
と
合
計
１
８
０
億
円
余
り
が
減
少
し
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

中
野
区
議
団
の
要
望
で
あ
る
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
と
し
た
聴
覚
障
が
い
の
理
解
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
手
話
言
語
の
啓
発
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
導
入
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
導
入
に
関

す
る
補
助
金
の
増
額
、
２
０
０
０
年
以
前
の

新
耐
震
を
含
め
た
住
宅
耐
震
改
修
助
成
制
度

開
始
な
ど
我
が
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
が
要

望
し
続
け
て
き
た
内
容
が
多
数
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
を
評
価
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
４
点
指
摘
事
項
が
あ
り
ま
す
。

①
中
野
区
の
１
０
０
年
先
の
未
来
に
向
け
て

中
野
駅
新
北
口
駅
前
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り

を
区
民
、
区
議
会
と
と
も
に
進
め
る
取
組
②

東
京
都
の
予
算
項
目
案
を
注
視
し
、
中
野
区

民
の
た
め
の
施
策
を
早
期
に
採
用
③
予
算
精

度
そ
し
て
執
行
率
の
向
上
④
事
業
見
直
し
を

通
じ
た
事
業
の
選
択
と
集
中
の
状
況
の
明
示
。

以
上
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
令
和
７
年
度
の

政
策
を
執
行
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
ま
す
。

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

中
野
区
の
１
０
０
年
先
の
未
来
に
向
け
て


